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金融高品を取引する参加者の人数を li1iと表記し，棺対頻度ki= ]¥;fd]¥;f tこより定義する。金融高
品iに参加する市場参加者は、このグループ固有の情報と市場共通の情報を知覚して、行動すると
考える。そしてう商品の注文回数あるいは取引田数叫老、市場固有の情報到着薙率守 (0 S; q三1)
とグループ固有の靖報到着確率qi (0 三 qí 三 1) で指定される ki~1'vf 偲からなる Bernoulli 変数の
和としてBin(kiMぅq十qi-qqi)なる 2項分布からサンブρんする。ここで、 qiとqは、それぞれ，確
率密度関数 G(q)とGi(qi)からサンプルされる薩率変数であると仮定する.
ιqi，守jが互いに独立であり、 M が十分大きく q十qi-qqiが十分小さいとすると、二項分布を
Poisson分布で近似することができ、 ηzの平均値およびniぅ71jの共分散はそれぞれ
(nj) = KjLN( (計十 (qj))う (1) 
J KIKmL2N2σ; 〈l#m)Cov(nl，ηm)={ ， (2) l KzLN((計十 (ql))十K'fL2N2(σj十σ21)(l=m)
と得られる。ここで，(q) = 1~ qG(q)dq， (ql) = 1~ qIGl(ql)dqlライ =101(q -(q) )2G(q)dqライt二
10
1 (ω -(ql) ?Gl(ql)dmである.
観測された時系列Xj，ムt(k) (k = 仏・・・ぅ Q-1) かち商品j のシェアを K';=_A~7JJXム創作)J - 2:~こ127JJXJムバめ
により推定し，O<R<Qそ溝すRを用いて実証的な平均誼と共分散行列を (Xjムt)ernp(s)二







パラメータを得山ラ(<計十位j)(S) = (fjぜか)?σ~(s) =己主:57!?417へ
Cov;:'~t(s)-(hムt)emp(s) _2 








wIth data (a = 0.764023)一一←一一
theory (a = 0.670597) 
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with data (aニ 0.484322)一一一
theory {a = 0.473869)一一-
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